






Why the Sea ?










































































































































（GillianAvery,“TheChildren’sWriter” inJohnGross（ed.）,The Age of Kipling: 


























































































































11月19日付のハイネマンへの手紙」はThe Letters of Rudyard Kipling, vol. 2: 1890-
99 ed.byThomasPinney（London:Macmillan,1990）,69-70に収められている。



























































































15）HelenPikeBauer,Rudyard Kipling: A Study of Short Fiction （NewYork:Twayne
Publishers,1994）,55.





























（ed.）The Cambridge Companion to the Fin de Siecle （Cambridge:Cambridge
UniversityPress,2007）,197.
























































































































22）初出はThe Pall Mall Gazette,25September1895およびCosmopolitan Magazine, 
October1895。
針　生　　　進
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ころか。その姿を直接に見ることはできないけれど、彼の若妻（にして、
すでに一児の母）が教えてくれます。近くの川まで魚を獲りに行っている
というのです。それを聞いて、彼女よりもマウグリとの付き合いの長い読
者は思います。食料の調達などは二の次で、幼いころからそうしてきたよ
うに、水浴びのために、一泳ぎするために出かけていったのではないか、
そのほうが彼らしいではないかと。かつて遊んだような池でも沼でもな
く、川へ行っているといいます。それは、やがて水量を増し、支流を集め、
大河へ注ぎこむ長い旅路の果てに海へとたどりつく川なのだろうか。この
ように海への連想が働くのも、本編のところどころで見せられてきた海の
情景の残像が効いているからにほかなりません。「インドの森で」は、そ
の題名とは正反対の自然の風景を遠景に垣間見せて閉じられます。今の暮
らしの先の、さらなるマウグリの将来に読者が思いをはせるようにと誘い
かけて終わるのです。
 （本学部法学部教授）
